
1

①

・

②

・

③

・

　施設等の導入により、園芸作物の周年安定生産、出荷体制の確立、高品質作物の生産拡大を図れる生
産基盤が整備された。

地方債国(県)支出金

10,923,000

（単位：円）

　ハウス施設等の導入により、天候に左右されることなく周年安定生産により、市場への同一規格農産
物の安定供給が可能となり、流通面での信頼度が高まることから、価格の安定にも繋がる。
　このことから、園芸作物の生産基盤整備の確立と農業経営の安定に向け、施設等の導入経費軽減のた
め、県との連携により補助金により支援することが必要であると考える。

ＪＡいしのまき河南ハウス園芸組合（河南）

栽培ベンチ一式　ベンチ長1,258ｍ

栽培ベンチ一式　ベンチ長977.7ｍ

農事組合法人　ベジパル石巻（石巻）

パイプハウス一式　4棟　（3.5間×16間×3棟　3.0間×25間×1棟）

成果に係る評価

農業振興対策費

事　業　名 園芸特産重点強化整備事業

　高品質で収益性の高い園芸振興を図るため、施設等の導入の経費軽減を目的に宮城県と本市が補助金
を交付する。

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

魅力的な農林業を確立する

　事業実施主体数：3組織

農業費 第 4 節

基
本
計
画

( 1 )

農林水産業費

効率的な高生産性農業を確立する

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

その他

予
算
科
目

3 目 農業振興費

1 項

款6

株式会社　いちごランド石巻（石巻）

　導入施設及び機械

予算の執行状況
予算額

12,561,000

決算額の財源内訳

決算額

12,561,000 1,638,000

　園芸作物栽培に係る施設・機械を導入する補助対象事業者に対し、県補助金（1/3）に市が5％嵩
上げし補助金を交付した。

⑴

⑵

一般財源
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1

①

・

②

・

③

・

④

・

2

目的及び事業内容

　米の需給調整に係る集団転作に取り組む生産組合等を対象とし、作業の効率化及び適期作業による品
質向上を図るための作業機械導入経費の軽減を目的に、宮城県と本市が補助金を交付する。

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

1 項 農業費 第 4 節 魅力的な農林業を確立する

予
算
科
目

6 款 農林水産業費
基
本
計
画

第 3 章

事　業　名 みやぎの水田農業改革支援事業

農業振興費 ( 1 )3 目 効率的な高生産性農業を確立する

小　事　業 農業振興対策費

取　組　実　績

⑴

⑵

成果に係る評価

　米の需給調整として、転作は必要不可欠な取り組みであり、その転作に係る有利な交付金を受けるに
は、担い手に農地集積を図り麦・大豆・飼料作物を団地として生産することが求められている。
　この需給調整の取り組みにあたっては、交付金の受給とともに、大型農業機械を導入し担い手へ農地
集積を図り、効率的、適期作業を実践し、生産コストを下げ、収入を増加させ安定的な経営に繋げるこ
とが重要である。
　ほ場整備事業の進捗と併せ、ブロックローテーション等での集団転作への取り組みが定着してきてお
り、土地利用型農業の確立に向け、転作用機械導入経費負担軽減のため、県との連携により補助金によ
り支援することが必要であると考える。

成　　　　果

谷地間垣生産組合（河北）

汎用コンバイン　1台

株式会社　入沢ファーム（桃生）

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

地方債

　事業実施主体数：4組織

　事業実施主体及び導入機械

石巻地域水田農業生産組織連絡協議会（石巻）

汎用コンバイン　1台

曽波神水稲集団機械利用組合（河南）

国(県)支出金

汎用遠赤外線乾燥機　3台　大豆選別計量機等　他5台

その他 一般財源

22,653,000 2,902,000

　転作用機械を導入する補助対象事業者に対し、県補助金（1/3～40％）に市が5％嵩上げした補助
金を交付し、作業機械導入経費の軽減を図った。

　ビジョン達成支援事業（ソフト事業）に取り組むいしのまき農協に対し、補助金（県補助1/2市の
嵩上げなし）を交付した。

　転作用機械の導入により、作業の効率化、適期作業が図られた。

　麦・大豆の作付面積は601haで、昨年に比べ59.4haの増加となった。

22,653,000 19,751,000

汎用コンバイン ・レーザーレベラー・リバーシブルプラウ・バーチカルハロー　各1台
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1

2

安定的な農業経営対策を推進する

目的及び事業内容

　石巻地域の関係機関・団体との連携により、家畜改良意欲の高揚と飼養管理技術の向上と普及を図
り、消費者との交流による消費拡大や優良な肥育素牛の地域内保留等により健全な畜産経営に寄与する
もの。

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

1 項 農業費 第 4 節 魅力的な農林業を確立する

予
算
科
目

畜産費 ( 2 )4

款 農林水産業費
基
本
計
画

第 3 章

目

6

1,243,000 1,109,000

小　事　業 畜産振興対策費

事　業　名 畜産振興対策事業

⑵

成　　　　果

取　組　実　績

⑴

　石巻地域総合畜産共進会（石巻地域畜産フェスティバル2009）を開催した。

　畜産共進会においては、肉用牛（黒毛和種）75頭が出品され、牛体等審査を実施した。

　フェスティバルにおいては、牛、豚、鶏の肉の試食販売、鶏卵販売、牛乳販売、堆肥活用、出
店、動物ふれあい、畜産・ペット相談、搾乳体験、バーベキュー等のコーナーを設置し、畜産に
関する市民への理解を求めるとともにＰＲに努めた。

成果に係る評価

　今年度の共進会では、審査員から好評を得、このことが出品畜産農家の励みとなりさらなる意欲の向
上が培われるものと思われる。飼養管理技術の向上により肉質の向上が見込まれ、「茂洋」号のブラン
ド化に寄与するものと捉えている。
　飼養管理技術の向上を図るためには、畜産農家が適切な飼養管理をしているかどうかを検証する場が
必要であるとの認識にたち、また、ＰＲ活動においても短期間では効果が薄いことから、今後も本事業
を継続して取り組むことにより、本市の畜産振興に繋がるものと考える。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

1,109,000

国(県)支出金 地方債

　いしのまき和牛ブランド化対策助成金の交付

　桃生地区で生産された宮城県の種雄牛「茂洋」号を活用した、石巻地域の和牛ブランド産地化
対策「茂洋の郷づくりプロジェクト」を推進するため、茂洋産子の地域内保留対策として、繁殖
素牛となる茂洋産子を導入した畜産農家6戸を対象に、助成金として6万円を助成した。
　また、家畜市場で使用する横断幕及び牛衣を作成し、「茂洋」号のＰＲに努めた。

　畜産共進会においては、肉用牛（黒毛和種）75頭が出品され、牛体等の審査を実施し、総合的な審査
結果として、昨年度に比べ審査点数が高かったことから、飼養管理などの技術の向上が図られている結
果であるとの審査員から評価を得た。
　また、出品家畜の評価を競うことにより、飼養農家の生産技術向上へのさらなる意欲の高揚が図られ
た。
　フェスティバルにおいては、来場者1,200人との交流により、地域の特産品、畜産物のＰＲに取り組
んだ。
　いしのまき和牛ブランド化対策助成金の交付により、肉質が日本一の評価を得た「茂洋」号の産子6
頭が、助成対象分として地域内に保留された。また、「茂洋」号のＰＲ活動とも併せ、「茂洋の郷づく
りプロジェクト」の推進に寄与した。

その他 一般財源
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魅力的な農林業を確立する

款 農林水産業費
基
本
計
画

効率的な高生産性農業を確立する

1 項 農業費 第 4 節

小　事　業 水利事業費

目 農地費 ( 1 )

予
算
科
目

第 3 章

5

6 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

内　　　容

事　業　名 水利事業

目的及び事業内容

　農業水利施設の維持管理

取　組　実　績

区　　　　　分

除草業務

 釜幹線用水路、中ノ堀排水路、伊原津ため池 Ａ＝10,390㎡

浚渫業務

成　　　　果

　用水が確保され排水が円滑になり、環境保全の整備及び農業経営の安定が図られた。

その他

Ｖ＝466㎥

成果に係る評価

　農業施設の維持管理については、近年削減状況が続いており、縮小された経費の中で事業効果を維持
している現状を今後も続けていく。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

一般財源

3,517,500

国(県)支出金 地方債

　農業用用排水施設の適切な維持管理を行い、用水の安定供給と円滑な排水を確保し、農業経営の安定
を図った。

3,684,554 3,517,500

 釜幹線用水路、中ノ堀排水路
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効率的な高生産性農業を確立する

款 農林水産業費
基
本
計
画

第 3 章

小　事　業 土地改良事業関係助成費

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

1 項 農業費

予
算
科
目

第 4 節 魅力的な農林業を確立する

6

5 目 農地費 ( 1 )

事　業　名 農地・水・環境保全向上活動支援事業

目的及び事業内容

　農業の持続的発展と多面的機能の健全な発揮を図るためには、効率的かつ安定的な農業経営が農業生
産の相当部分を担う農業構造の確立と併せて、農業及び農村の基礎となる農地・水・環境の保全とその
質的向上を図るとともに、農業が本来有する自然循環機能を維持・増進することが必要。
　
　対象区域（管内一円）　1,999.8ha　　交付先：宮城県農地・水・環境保全向上対策地域協議会

組　織　名
対象農地面積

（ａ）

飯野・成田地域保全会

小船越地区保全会

成　　　　果

　地域の各団体が総意をもって地域活動共同活動として取り組み、地域環境保全、景観形成及び水田農
業の永続的な発展など、今後高齢化が進む上で農家・非農家問わず住民が積極的に参加する自覚が芽生
えている。

稲井西部保全隊

取　組　実　績

21,997,800

その他

決算額の財源内訳

21,998,000

一般財源

蛇田保全隊

22,655

21,997,800

成果に係る評価

　農業の持つ多面的機能を維持しつつ、地域環境の維持管理を推進する上で重要な事業と位置づけてい
る。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

国(県)支出金 地方債

組　織　名

12,840 鹿又ふるさと保全会

中津山2地域保全会

対象農地面積
（ａ）

7,000 和渕ふるさと保全会 11,782

稲井東部保全隊

13,010

8,701 北村ふるさと保全会 4,728

須江ふるさと保全会 9,673

6,140 広渕ふるさと保全会

13,602

7,700飯野川地区保全会

二俣地域保全会 9,994 中津山1地域保全会 16,700

8,500

大川地区保全会 10,200 桃生1地域保全会 8,500

8,300 太田地域保全会 7,800

前谷地ふるさと保全会 12,155 合　計 199,980

北上地区保全会
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効率的な高生産性農業を確立する

基
本
計
画

項 農業費 第 4 節

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

魅力的な農林業を確立する

目 農地費 ( 1 )

予
算
科
目

第 3 章

5

6 款 農林水産業費

1

県営事業負担金

事　業　名 県営経営体育成基盤整備事業及び県営ストックマネジメント事業

目的及び事業内容

・県営経営体育成基盤整備事業
　ほ場区画を拡大するとともに、用排水路の分離・農道整備・暗渠排水等を一体的に整備し、ほ場の
汎用化及び集団化を図り、農業の複合化・近代化による生産性の向上及び農業経営の安定を図る。
・県営ストックマネジメント事業
　老朽化した農業用施設の改修を計画的に行い、延命化及び維持管理の省力化・運転経費の軽減を図
る。

小　事　業

取　組　実　績

成　　　　果

河南4期

・県営経営体育成基盤整備事業
　ほ場区画を拡大するとともに、用排水路の分離・暗渠排水・農道整備等を一体的に整備することに
より、ほ場の汎用化・集団化を図り大規模経営の足がかりとなる水田農業の生産性向上と生産コスト
の低減を図り、地域農業の活性化が図られた。
・県営ストックマネジメント事業
　老朽化した農業用施設の延命化及び維持管理の省力化・運転経費の軽減を図るため、調査設計を実
施し効率的な改修計画を策定した。

区画整理：17.8 ha
暗渠排水：18.1 ha

事業計画書作成

調査設計

広渕沼

二俣南

区画整理：36 ha真野大谷地2期

真野大谷地

地区名 Ｈ21主要工事

区画整理：22.5 ha

◎施行内容

成果に係る評価

　効率的で生産性の高い農業を展開する上で必要な事業であり、事業主体である県の事業管理計画の
下、国・県・関係市町及び受益者と連携して推進していく。

その他 一般財源
予算の執行状況

（単位：円）

予算額

18,615,000

決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

178,215,000

飯野川
区画整理：30.8 ha
暗渠排水：25.8 ha

鹿又

159,600,000178,215,000

区画整理：33.6 ha
暗渠排水： 9.6 ha

事業計画書作成

区画整理：48.9 ha
暗渠排水：44.6 ha

北上
暗渠排水：87.9 ha
付帯工一式

河南3期 付帯工一式 現況調査

大川 区画整理：33.5 ha 蛇沼向

青木川2期

付帯工一式

区画整理：15.6 ha青木川

地区名

北赤井

Ｈ21主要工事

鳥谷坂排水機場
（ストマネ）

三輪田 区画整理：38.9 ha

井内排水機場
（ストマネ）

保全計画策定
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119,987,000

　森林資源として必要な松林を保護し、その有する機能の保全及び環境緑化が図られた。

地方債 その他 一般財源

19,319,711119,802,970 80,683,259 19,800,000

成　　　　果

成果に係る評価

　松くい虫被害の拡大防止を図るためには、現在、実施している事業は効果的であり、継続して事業を
実施していきたい。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金

取　組　実　績

2 項 林業費

目的及び事業内容

　松くい虫被害拡大を防止するため、松くい虫被害木の伐倒駆除する。
　松くい虫被害を未然に防止するため、重要な保全松林に薬剤の注入を実施する。（4～5年に1回）
　松くい虫被害の蔓延を防止し、松林資源の有する公益的機能を保全する。（空中・地上散布）

予
算
科
目

事　業　名 松くい虫対策事業

ha

款 一般会計
基
本
計
画

6

2

小　事　業 松くい虫対策事業費

目 林業振興費 ( 1 )

心ゆたかな誇れるまち

豊かな自然を次世代に継承する

自然環境を保全する

第 1 節

第 5 章

本
㎡

樹幹注入剤による松林保全対策事業
田代島、十八成浜、金華山

保全松林緊急保護整備事業（衛生伐）

184.15

12,909
5,163.15

本

ha

事　　業　　名

松くい虫伐倒駆除（奨励）事業
河北地区・北上地区

松くい虫防除事業（地上散布）
石巻市渡波字長浜、植立山公園

松くい虫防除事業（空中散布）
田代島、網地島　地区

事　業　量

262
110.365

499

8.30

本
㎡
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21,494,000 21,493,500 12,821,738 7,500,000 1,171,762

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

  木材価格の低迷による林業従事者の減少など、林業を取り巻く状況は厳しく、保育等の手入れが行き
届かない民有林が多くみられる中、市有財産の有効活用と林業経営の指針となる市有林の育成が求めら
れる。

　適切な保育管理により、林地生産力を高めるとともに、林分成長量の増加を促し、森林資源の増
殖を図ることができた。

成　　　　果

取　組　実　績

63.30 ha

枝 打 ち 2.99 ha

除 間 伐

277.00 ｍ

下 刈 り 6.00 ha

造 林 付 帯 （ 防 鹿 柵 ）

造 林 1.81 ha

事　業　名 造林事業

6

事　業　量事　　業　　名

2 項 林業費

目的及び事業内容

適正な林業施業を行うことにより、市有財産の有効活用と林業経営の指針となる市有林を育成する。

予
算
科
目

第 3 章

3

小　事　業 造林事業費

目 造林費 ( 4 )

款 一般会計
基
本
計
画

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

魅力的な農林業を確立する

林業経営の効率化を図る

第 4 節
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心ゆたかな誇れるまち

豊かな自然を次世代に継承する

クヌギ、コナラなど170本

0.11ha

自然とのふれあいを推進する

植樹場所

参加人員 鮎川小学校児童ほか約100名

鮎川浜清崎山　市有林

目 造林費

一般会計

3

小　事　業 実りの里山創生事業費

事　業　名 実りの里山創生事業

( 2 )

予
算
科
目

6 款

2 項 林業費 第 1 節

基
本
計
画

第 5 章

目的及び事業内容

　身近にある里山を小、中学生及び地域住民の手で創生することにより、自然を大切にする意識や森林
の持つ公益的機能への理解を深め、環境の保全を図る。

取　組　実　績

面　　積

　体験を通じて、自然との共存、ふるさとの自然を大切にする意識を育むとともに伐採地へ広葉樹を植
林することにより森林の適正な維持管理が図られた。

樹種・本数

成果に係る評価

　子供たちや住民が自然に触れる場所が確保でき、体験を通じて自然を保護する大切さを学ぶことがで
きた。
  また、地域住民が主体的に管理することで、里山としての意識が芽生え、手厚い保育がなされ、森林
環境が保全された。

成　　　　果

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

1,085,8031,400,000 1,085,803
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158,000

　間伐実施事業 　（私有林）　7.61㏊

  高齢級人工林の間伐を促進することにより、森林の整備が進み、良質木材の生産、森林環境の保全が
図られた。また、間伐材を搬出することにより間伐材の有効活用も図られた。

1,111,000 1,111,000 953,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　森林資源の有効活用のために、本事業を継続する必要がある。

成　　　　果

事　業　名 みやぎの豊かな森林づくり支援事業

6

取　組　実　績

2 項 林業費

目的及び事業内容

　材価低迷により、施業が行き届かないため、荒廃している高齢級（７～９齢級）の間伐を促進し、森
林資源の機能保全の推進に資する。

予
算
科
目

第 3 章

3

小　事　業 みやぎの豊かな森林づくり支援事業費

目 造林費 ( 4 )

款 一般会計
基
本
計
画

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

魅力的な農林業を確立する

林業経営の効率化を図る

第 4 節

- 133 -



　間伐実施事業 　（私有林） 72.38 ha

  立木の健全な成長の促進を目的として、効率的、集団的な間伐の促進が図られた。
　また、間伐材の安定供給体制の確立及び流通体制の整備を実施することにより、森林資源の充実と林
業生産の向上に資することができた。

地方債 その他 一般財源

決算額の財源内訳

国(県)支出金

1,730,000

成果に係る評価

  森林は国土の多くを占め、国土の保全・水源涵養・地球温暖化防止等重要な役割を担っているが、そ
のためには適正な手入れ・管理が必要である。
  しかしながら、木材価格低迷による林業従事者の減少など、林業を取り巻く環境は厳しく、間伐など
手入れが行き届かない森林が多く見受けられる。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

2,688,000 1,730,000

成　　　　果

事　業　名 森林環境保全整備事業（間伐費）

6

取　組　実　績

2 項 林業費

目的及び事業内容

  計画的、集団的に実施する間伐を支援することにより、森林の健全が促進され森林の有する多面的機
能の維持増進を図るとともに、間伐作業の合理化のために必要な道路、機械等の整備を図る。

予
算
科
目

第 3 章

3

小　事　業 森林環境保全整備事業費（間伐費）

目 造林費 ( 4 )

款 一般会計
基
本
計
画

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

魅力的な農林業を確立する

林業経営の効率化を図る

第 4 節
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款 一般会計
基
本
計
画

第 4 節

目 林道費 ( 4 )

目的及び事業内容

搬出路の確保、保育・造林施業の効率化を図り、地域間の交流にも資する。

予
算
科
目

第 3 章

4

小　事　業 林道女川京ヶ森線整備事業費・県営事業負担金

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

魅力的な農林業を確立する

林業経営の効率化を図る

事　業　名 森林基幹道整備事業(女川京ヶ森線)

6

取　組　実　績

事　　業　　名

2 項 林業費

工　事　内　容 事　業　内　容施工個所（地内）

延長 220ｍ

成　　　　果

　林道の開設により、森林施行の効率化等が図られた。

成果に係る評価

　林道は、林業経営及び森林管理にとって基幹的な施設であり、林産物の搬出のみならず森林の有する
多面的機能の発揮のためのきめ細かい森林施業を実行するにあたっても欠くことのできない施設である
とともに地域住民の重要な生活基盤となるため、林道の開設を推進する。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

8,570,000 8,564,650 7,600,000

その他 一般財源

964,650

幅員 5ｍ 事業受益者負担金

女川京ヶ森線開設事業 沢田字京ヶ森

境界杭　131本 境界杭埋設委託

- 135 -



計

成果に係る評価

成　　　　果

取　組　実　績

　今後も指定管理者により、管理の徹底を図り、利用者の満足度の向上に努める。

区分

6

目

第 1 節

( 2 )

418人

野外炉等利用者

243人

林業費

目的及び事業内容

小　事　業

事　業　名

予
算
科
目

5

款

2 項

牧山市民の森管理費

5月

9月

牧山市民の森管理事業

1月

2,641人

野外炉等利用者

11,613,500

その他地方債

267人

3月 1,736人

　管理人の配置や各種の施業により、区域内樹木の保護育成及び施設の適正な維持管理が行われ、利用
者の保護休養が図られた。

2,493人 394人

心ゆたかな誇れるまち第 5 章

自然とのふれあいを推進する牧山市民の森管理費

豊かな自然を次世代に継承する

基
本
計
画

一般会計

　市民の憩いの場として、気軽に、安全に利用できるよう維持管理をすることにより、利用者の自然愛
護精神の高揚を図る。

2,383人 112人

6月 2,228人

2,755人

予算の執行状況
予算額

11,613,500

決算額の財源内訳

決算額

国(県)支出金

（単位：円）

一般財源

11,613,500

3　指定管理期間　　平成18年4月1日～平成23年3月31日

11月

1,348人

4　施設の管理　　　区域内の刈払い、樹木の手入れ及び施設の安全点検、維持管理の実施

0人

0人

4,020人

アスレチック利用者

7月

4月

2　指定管理料　　　11,120,000円

1　指定管理者　　　石巻地区森林組合

234人 12月 1,265人

858人

区分 アスレチック利用者

10月

5　利用状況

8月 2,465人

27,712人 2,888人

351人 2月 1,318人 0人

11人3,060人
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未購入0

50,000個

アワビ稚貝購入

シジミ稚貝購入

1,350,000

90,000個1,985,000

13,000個258,000

各漁業協同組合において事業を実施している。平成21年度は以下のとおりの実績があった。

補助金交付先

※シジミについては、稚貝単価の高騰により購入することができず、放流事業自体を見送った。

稚貝購入数交付額（円）

30,000個624,000県漁協網地島支所

県漁協表浜支所

県漁協雄勝町東部支所

県漁協北上町十三浜支所

北上追波漁協

（単位：円）

一般財源

　アワビ・シジミの生産の長期的な安定を図るため、毎年度、漁獲サイズに達する資源量が一定化する
よう、当該事業を継続する必要がある。

　アワビ・シジミは商品価値が高く、漁家経営を支える貴重な漁業収入となっているが、その漁獲は気
象、海象の影響を受けやすく、不安定になりがちである。このため、種苗放流を継続して資源量を維持
することで自然増殖の促進を図り、漁家経営の安定化につなげている。

地方債国(県)支出金

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

3 項 水産業費 第 3 節 持続的な水産業の発展を図る

基
本
計
画

( 1 ) 水産資源や水環境の保全・管理に努める

予
算
科
目

2 目 水産業振興費

農林水産業費6 款

成果に係る評価

水産振興対策費

事　業　名 種苗放流等事業費補助金

　沿岸漁業において、獲る漁業からつくり育てる漁業への移行を促進することにより漁家経営の安定化
を図るため、漁業協同組合が行う地先資源（アワビ、シジミ）の種苗放流事業に対して助成金を交付す
るもの。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

4,217,000

決算額の財源内訳

決算額

4,217,000 4,217,000

その他
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船主5社
研修生6人

計
船主8社

研修生11人
船主9社

研修生11人

　インドネシア共和国西ジャワ州政府を送り出し機関とする漁業研修生の第3期生9人を受入れ、市内の
底曳網漁業及び定置網漁業の現場での研修を実施した。このことにより、市内漁船漁業の安定操業が図
られたほか、発展途上国支援による国際貢献に寄与した。

受入漁業種

底曳網漁業

地方債国(県)支出金

船主3社
研修生6人

船主5社
研修生9人

定置網漁業
船主1社

研修生2人

一般財源

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

持続的な水産業の発展を図る

水産業者の経営体質の強化を図る

インドネシア漁業研修生の受入れ

第3期生9人・・・平成21年5月1日入国

第1次受入機関（市）による集中座学研修・・・平成21年5月2日から同月29日まで実施

　本事業については、これまでインドネシア共和国西ジャワ州政府関係者が来石し、西ジャワ州の水産
業全般に亘る発展に向け、本市への協力要請を受けている。本市は、外国人漁業研修制度を活用して乗
組員不足に対応することのみならず、国内屈指の水産都市として国際貢献に寄与している。

第 3 節

基
本
計
画

( 3 )

（単位：円）

平成19年度
（第1期生）

平成20年度
（第2期生）

船主2社
研修生3人

第2次受入機関（各船主）による研修・・・・・平成21年6月1日以降実施

船主7社
研修生9人

船主4社
研修生5人

予
算
科
目

2 目 水産業振興費

農林水産業費6 款

3 項 水産業費

成果に係る評価

水産振興対策費

事　業　名 外国人漁業研修生受入事業

　外国人漁業研修制度を活用することにより、漁船漁業の担い手不足の補完を図るとともに、研修生に
漁業の技術・技能の移転を行い、派遣国の経済発展を担う人材育成を図り、石巻市として国際協力・国
際貢献の重要な一翼を担う。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

平成21年度
（第3期生）

予算の執行状況
予算額

5,325,000

決算額の財源内訳

決算額

5,325,000

その他

5,325,000
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事業概要

汚水管清掃及びテレビ調査業務

・汚水管清掃工 Ｌ＝1,386ｍ

・汚水管調査工 Ｌ＝1,386ｍ

・ 管路延長 Ｌ＝12,958ｍ

平成20年度までの調査・清掃延長 Ｌ＝　691ｍ 調査割合  5.3%

平成21年度までの調査・清掃延長 Ｌ＝2,077ｍ 調査割合 16.0%

国(県)支出金 その他

2,450,700

地方債
予算の執行状況

予算額

2,500,000

　魚町水産加工団地内の汚水管の清掃、調査を実施し、管内の点検及び補修の有無を確認し、汚水
の適正処理並びに施設の適正管理が図られた。

一般財源

決算額の財源内訳

決算額

2,450,700

成果に係る評価

水産加工団地汚水管維持管理費

事　業　名 魚町地区汚水管補修事業

　水産加工団地の適正な汚水処理を確保するため、汚水管の定期的な調査を実施して異常個所の早期発
見に努め、適宜補修等を行うとともに、道路陥没等による事故発生の未然防止を図るもの。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

　水産加工団地内の適正な排水処理の確保及び水産加工業の振興を図るため、引き続き事業を進め、適
正な維持管理を実施していく必要がある。

（単位：円）

予
算
科
目

2 目 水産業振興費

農林水産業費6 款

3 項

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

持続的な水産業の発展を図る

水産業の基盤整備を図る

第 3 節

基
本
計
画

( 2 )

水産業費

第 3 章
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（内訳）

4月　

5月　 捕鯨を守る全国自治体連絡協議会総会（東京都）

7月　 国際捕鯨委員会（ＩＷＣ）年次会合の結果報告会（石巻市）

9月　 捕鯨を守る全国自治体連絡協議会（鯨フォーラム）企画委員会（東京都）

10月　 全国鯨フォーラム2009（釧路市）

12月　 民主党捕鯨対策議員協議会総会（東京都）

2月　 自民党捕鯨議員連盟総会（東京都）

捕鯨を守る全国自治体連絡協議会関連行事への参加

　全国・鯨フォーラム2009（釧路市）ほか6回

三陸沖鯨類捕獲調査船出港式（石巻市）

　我が国沿岸小型捕鯨の中核的基地港を擁する本市がリーダーシップをとって積極的なアピール行動を
継続することにより、我が国が、国際捕鯨委員会（ＩＷＣ）において沿岸小型捕鯨の捕獲枠要求を強め
ることにつなげている。

（単位：円）

一般財源

　捕鯨再開に向けて国内の捕鯨関係自治体が展開しているアピール行動については、我が国が国際捕鯨
委員会（ＩＷＣ）の場で毅然とした態度で臨む支えとなるものであると、日本政府代表団から評価を受
けている現状である。

地方債国(県)支出金

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

3 項 水産業費 第 3 節 持続的な水産業の発展を図る

基
本
計
画

( 5 ) 捕鯨の再開と鯨食文化の維持継承を図る

予
算
科
目

2 目 水産業振興費

農林水産業費6 款

成果に係る評価

捕鯨復活活動事業費

事　業　名 捕鯨復活活動事業

　捕鯨を守る全国自治体連絡協議会（29自治体加盟）の副会長を担っていることに加え、我が国沿岸小
型捕鯨の主要最前線基地港を擁する自治体として、同協議会の関係する行事に積極的に参加し、日本政
府や国際社会に対して科学的に管理された捕鯨を再開することの必要性を強くアピールしていく必要が
ある。（総会、鯨フォーラム、政党陳情その他）目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

649,000

決算額の財源内訳

決算額

340,548

その他

340,548
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一般財源

冷凍鯨肉　年2回(7月・12月)　合計　16,919.12㎏

学校給食

牡鹿地域　小・中学校　年12回　合計　209㎏

牡鹿地域以外　保育所、幼稚園、小・中学校　年4回　合計　3,613.75㎏

　優れた栄養特性を持つとされる鯨肉を、市内で開催するイベントで頒布したり、牡鹿地域の住民頒布
を実施することで多くの市民に供給するとともに、学校給食における鯨肉利用の促進に努めたことによ
り、鯨食文化の保持及び地域食材の普及が図られた。

74,560,850 74,550,744

持続的な水産業の発展を図る

予
算
科
目

2 目 水産業振興費

項 水産業費 第 3 節

74,550,744

鯨食普及事業費

事　業　名 鯨食普及事業

生鮮鯨肉　年2回(5月・9月)　合計　7,147.65㎏

イベント頒布

冷凍鯨肉（ミンク鯨赤肉）　いしのまき大漁まつり他　7会場（延べ24日）　合計　8,200㎏

住民頒布

予算の執行状況

成　　　　果

基
本
計
画

( 5 ) 捕鯨の再開と鯨食文化の維持継承を図る

　鯨食文化の維持継承及び普及の促進並びに海洋食糧資源の持続的利用の啓発を図るため、市民等を対
象として鯨肉頒布等の活動を実施するもの。

6 款 農林水産業費 第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

その他地方債国(県)支出金

成果に係る評価

予算額

決算額の財源内訳

決算額

（単位：円）

　本市伝統の鯨食文化は、貴重な地域資源であると同時に海洋食糧資源の持続的利用の典型とされてい
ることから、今後、更に普及と啓発に努める必要がある。

目的及び事業内容

小　事　業

3

取　組　実　績

1

2

3
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1 指定管理者　　　石巻魚市場買受人協同組合

2 指定管理料　　　4,122,000円

3 指定期間　　　　平成18年4月1日～平成23年3月31日

4 施設利用状況

　※ガス管配管替え修繕　　　180,600円

　　 ガス管経年劣化によるガス漏洩のためのガス管配管替え工事

8,714人

213人

239人

98人

186人試験分析室

調理実習室

計 9,083人

40人

8,080人

水産業費

款

Ｈ19

8,644人

事　業　名

取　組　実　績

講習室

加工実習室

目的及び事業内容

小　事　業

目

農林水産業費

水産物流通加工総合管理センター管理費

6

水産物流通加工総合管理センター運営事業

　石巻地域の水産物流通加工関連従事者の資質の向上及び環境条件の整備を図る。

水産業の基盤整備を図る( 2 )

第 3 章

第 3 節

地域資源を活かして元気産業を創造するまち
予
算
科
目

持続的な水産業の発展を図る

基
本
計
画

水産業振興費

3

2

項

Ｈ21

7,588人

216人

Ｈ20

266人

項　目

60人 85人

9,186人

その他

4,302,600

一般財源地方債

予算額

4,302,600

成果に係る評価

成　　　　果

国(県)支出金
予算の執行状況

　指定管理者制度により、水産物流通加工総合管理センターが適正に管理運営され、施設利用者への
サービスの向上が図られた。

（単位：円）

　今後とも指定管理者により、施設の効率的な管理を図るとともに、施設利用者の安全性と利便性の向
上を図っていく必要がある。

4,302,600

決算額の財源内訳

決算額
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石巻漁港広域漁港整備事業（特定） 事業費：456,000,000円 負担金：26,700,000円

事業概要： ・排水施設改良　Ｌ＝198ｍ ・50ｍ道路補修　Ｌ＝290ｍ

・-2.0ｍ物揚場　Ｌ＝144ｍ ・突堤Ａ　Ｌ＝150ｍ ・突堤Ｂ　Ｌ＝100ｍ

渡波漁港広域漁港整備事業（一般） 事業費：150,000,000円 負担金：22,500,000円

事業概要： ・長浜地区護岸　Ｌ＝190ｍ ・長浜地区用地舗装　Ａ＝10,190㎡

福貴浦漁港広域漁港整備事業（一般） 事業費：174,000,000円 負担金：26,100,000円

事業概要： ・東防波堤　Ｌ＝15ｍ ・南防波堤（改良）　Ｌ＝63ｍ

・-3.0ｍ岸壁（改良）　Ｌ＝60ｍ

狐崎漁港地域水産物供給基盤整備事業 事業費：53,940,000円 負担金：8,091,000円

事業概要： ・北防波堤　Ｌ＝49.36ｍ

1

2

一般財源

　漁港施設の機能向上のための施設整備が行われ、漁港利用者の利便性及び安全性の向上が図ら
れ、地域水産業の振興並びに水産物の安定供給に寄与した。

（単位：円）

4

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

持続的な水産業の発展を図る

水産業の基盤整備を図る

第 3 節

81,900,000

地方債国(県)支出金

　県営漁港の整備については、水産業の発展や水産物の安定供給といった課題に対応するため施設整備
を行っていることから、水産業の振興や食の安心、安全供給の点からも引き続きの整備が必要である。
　コスト縮減については、工事費などの縮減について県に要望していく。

基
本
計
画

( 2 )

3

　石巻漁港の排水施設改良及び物揚場整備、渡波漁港（長浜地区）の護岸改良、福貴浦漁港の防波堤及
び岸壁改良、狐崎漁港の防波堤整備を行った。

第 3 章
予
算
科
目

4 目 漁港建設費

農林水産業費6 款

3 項 水産業費

成果に係る評価

県営事業負担金

事　業　名 県営漁港整備事業(国庫補助事業)

　県営漁港は各漁港ごとに現況、課題及び各施設整備の必要性などを検討した整備基本計画（石巻漁港
「石巻地区に係る特定漁港漁場整備事業計画」、渡波、福貴浦漁港「広域漁港整備事業基本計画」、狐
崎漁港「地域水産物供給基盤整備事業基本計画」）に基づき、県が国庫補助を受けて整備事業を展開
し、市はこの事業に係る市町村受益者負担金を負担している。目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

83,391,000

決算額の財源内訳

決算額

83,391,000 1,491,000

その他
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石巻漁港改良事業 事業費：14,520,000円 負担金：7,260,000円

事業概要： ・旧北上川桟橋撤去（床版のみ）　Ｌ＝240ｍ ・側溝工　Ｌ＝14ｍ

・区画線　Ｌ＝123ｍ ・案内標識改修　2基 ・浮標灯改良　1基

鮎川漁港改良事業 事業費：2,700,000円 負担金：1,350,000円

事業概要： ・防舷材設置　8基

狐崎漁港改良事業 事業費：1,500,000円 負担金：750,000円

事業概要： ・防舷材設置　6基

桃ノ浦漁港改良事業 事業費：2,000,000円 負担金：1,000,000円

事業概要： ・車止設置　Ｌ＝30ｍ

3

1

2

　石巻漁港の旧北上川桟橋撤去等、鮎川、狐崎漁港の防舷材設置、桃ノ浦漁港の車止め設置を行った。

4

　漁港施設の機能保全と機能充実に努め、漁港利用者の利便性及び安全性の向上が図られ、地域水産業
の振興に寄与した。

（単位：円）

一般財源

　県営漁港の改良整備については、施設の管理面や利便性の向上、安全性の確保などを目的に施設整備
を行っていることから、水産業の振興上引き続きの整備が必要である。
　コスト縮減については、工事費などの縮減について県に要望していく。

地方債国(県)支出金

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

水産業費 第 3 節 持続的な水産業の発展を図る

基
本
計
画

( 2 ) 水産業の基盤整備を図る

予
算
科
目

4 目 漁港建設費

農林水産業費6 款

3 項

成果に係る評価

県営事業負担金

事　業　名 県営漁港整備事業(県単独事業)

　県営漁港は施設整備後、相当の年数を経過した設備が多く、漁港利用者の作業効率及び安全性の確保
の観点から、県が順次維持補修を進めている。市はこの事業に係る市町村受益者負担金を負担してい
る。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

10,360,000

決算額の財源内訳

決算額

10,360,000 10,360,000

その他
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平成20年度からの繰越事業概要

南防波堤　Ｌ＝43.65ｍ

・基礎工　Ｌ＝46.0ｍ ・堤体工（ケーソン式）　Ｌ＝29.1ｍ

・堤体工（場所打式）　Ｌ＝14.55ｍ ・上部工　Ｌ＝43.65ｍ

平成20年度予算 100,000千円

平成20年度執行額  66,000千円

平成21年度繰越額  34,000千円

平成21年度事業概要

南防波堤　Ｌ＝59.8ｍ ・基礎工　Ｌ＝17.5ｍ ・上部工　Ｌ＝59.8ｍ

西Ⅱ防波堤　Ｌ＝30.0ｍ ・堤体工　Ｌ＝30.0ｍ

南護岸　Ｌ＝14.0ｍ ・消波工　Ｌ＝14.0ｍ ・仮設工　一式

-3.0ｍ岸壁　一式 ・堤体工　一式 ・付属工　一式 ・撤去工　一式

平成21年度予算 80,000千円

平成21年度執行額 80,000千円

・ 外かく施設の整備率（事業費ベース）

平成20年度事業まで 92.5％

平成21年度事業まで 99.9％

・ 係留施設等の整備率（事業費ベース）

平成20年度事業まで  5.1％

平成21年度事業まで 24.0％

74,100,000

（単位：円）

一般財源

600,00039,300,000

地方債

目的及び事業内容

予算の執行状況
予算額

114,000,000

成果に係る評価

成　　　　果

取　組　実　績

　北上地区は、大室、相川、大指、小指、小滝の5地区に漁港を有しており、「地域水産物供給基盤整
備事業基本計画」に基づき、平成14年度から平成23年度までの10年間で、防波堤の築造、岸壁の整備
等、安全で快適な漁港にするための整備を行うものである。

114,000,000

事　業　名 北上漁港地域水産物供給基盤整備事業

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

( 2 )

第 3 節

小　事　業

6 款

3 項

予
算
科
目

4 目

　漁港施設の機能向上のための施設整備が行われ、漁港利用者の利便性及び安全性の向上が図ら
れ、地域水産業の振興に寄与した。

その他

決算額の財源内訳

決算額

国(県)支出金

持続的な水産業の発展を図る

基
本
計
画

水産業の基盤整備を図る

　本事業実施により、漁港利用時の利便性や安全性が向上し、地域水産業の発展と水産物の安定供給が
図られるとともに、地域住民の要望も強いことから、早期完成を目指し事業を円滑に進めたい。

北上漁港地域水産物供給基盤整備事業費

漁港建設費

農林水産業費

水産業費

- 145 -



平成20年度からの繰越事業概要

防波堤改良 Ｌ＝28.7ｍ

消波ブロック製作 47個

平成20年度予算 110,000千円

平成20年度執行額  70,000千円

平成21年度繰越額  40,000千円

平成21年度事業概要

防波堤改良　Ｌ＝37.0ｍ

・基礎工　Ｌ＝43.3ｍ ・被覆工　Ｌ＝43.3ｍ ・消波工　Ｌ＝26.3ｍ

・堤体工　Ｌ＝37.0ｍ ・上部工　Ｌ＝37.0ｍ ・撤去工　一式

・付帯工　一式

消波ブロック工　一式

・異形ブロック製作　Ｎ＝47個

平成21年度予算 110,000千円

平成21年度執行額  60,000千円

平成22年度繰越額  50,000千円

・ 防波堤改良　計画延長 Ｌ＝150ｍ

・ 平成20年度事業までによる整備延長 Ｌ＝54.2ｍ 整備率 36.1％

・ 平成21年度事業までによる整備延長 Ｌ＝91.2ｍ 整備率 60.8％

（延長は、暫定施工分を含む）

予算の執行状況
予算額

150,000,000

決算額の財源内訳

決算額

100,000,000 300,000

その他

成果に係る評価

長渡漁港地域水産物供給基盤整備事業費

事　業　名 長渡漁港地域水産物供給基盤整備事業

　長渡漁港は、「地域水産物供給基盤整備事業基本計画」に基づき、平成17年度から防波堤の改良等を
行い、波浪時の越波を防ぎ、安全で使いやすい漁港整備を推進している。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

　漁港施設の機能向上のための施設整備が行われ、漁港利用者の利便性及び安全性の向上が図ら
れ、地域水産業の振興に寄与した。

予
算
科
目

4 目 漁港建設費

農林水産業費6 款 第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

3 項 水産業費 第 3 節 持続的な水産業の発展を図る

基
本
計
画

( 2 ) 水産業の基盤整備を図る

（単位：円）

一般財源

　本事業実施により、漁港利用時の利便性や安全性が向上し、地域水産業の振興が図られることから引
き続き事業を推進していく必要がある。また、地域住民の要望も強いことから、事業を円滑に進めた
い。

17,000,000

地方債国(県)支出金

82,700,000
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次の5漁港の施設の改良、整備及び補修工事を実施。

小竹漁港桟橋改良工事 工事費：3,477,600円 補助金：1,557,000円

工事概要： 桟橋改良 Ｌ＝8.5ｍ 突堤改良 Ｌ＝42.9ｍ

熊沢漁港船揚場補修工事 工事費：3,024,000円 補助金：1,359,000円

工事概要： 船揚場補修 Ｌ＝22.7ｍ

北上（小指）漁港物揚場改良工事工事費：1,680,000円 補助金：756,000円

工事概要： 小指物揚場改良 Ｌ＝20.0ｍ

寄磯漁港用地整備工事 工事費：1,855,350円 補助金：828,000円

工事概要： 用地整備（排水工）　一式

長渡漁港船揚場改良工事 工事費：1,102,500円 補助金：630,000円

工事概要： 船揚場改良（突堤護岸）　一式

1

2

3

4

5

（単位：円）

一般財源

　本事業は漁港施設の小規模改良や補修の実施に有効な事業であり、各漁港毎の利用状況や施設の経過
年数などを考慮しながら、引き続きの事業実施が必要である。

　漁港施設の機能保全と機能充実に努め、利用者の利便性及び安全性の向上が図られ、地域水
産業の振興に寄与した。

第 3 節 持続的な水産業の発展を図る

基
本
計
画

( 2 ) 水産業の基盤整備を図る

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

地方債国(県)支出金

5,130,000

予
算
科
目

4 目 漁港建設費

農林水産業費6 款

3 項 水産業費

成果に係る評価

漁港建設改良事業費

事　業　名 漁港改良助成事業

　漁港施設の改良整備と既存施設の維持補修を行うことにより、漁港利用者の安全性と利便性の向上を
図るとともに、施設の延命化を図る。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

11,139,450

決算額の財源内訳

決算額

11,139,450 6,009,450

その他
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事業概要

・ 長面漁港海岸護岸改良　Ｌ＝72.8ｍ （繰越工事のみ）

平成20年度予算 20,000千円

平成20年度執行額 14,200千円

平成21年度繰越額  5,800千円

・ 長面漁港海岸護岸改良　Ｌ＝235.15ｍ

・構造物撤去工　一式 ・基礎工　Ｌ＝235.15ｍ ・堤体工　Ｌ＝235.15ｍ

・横断排水工　4箇所 ・胸壁工　Ｌ＝8.6ｍ ・道路工　Ｌ＝60.0ｍ

・道路付属工　一式

平成21年度予算 40,000千円

平成21年度執行額 30,000千円

平成22年度繰越額 10,000千円

・ 全体計画整備延長　Ｌ＝650ｍ

・ 平成20年度事業までによる整備延長　Ｌ＝72.8ｍ 整備率　11％

・ 平成21年度事業までによる整備延長　Ｌ＝307.95ｍ 整備率　47％

予算の執行状況
予算額

45,800,000

決算額の財源内訳

決算額

35,800,000 300,000

その他

成果に係る評価

長面漁港海岸保全施設整備事業費

事　業　名 長面漁港海岸保全施設整備事業

　長面漁港は、災害時の被害軽減を目的とする「海岸耐震対策緊急事業計画」に基づき、平成20年度か
ら平成24年度までの5年間の計画で、護岸の補強及び改良を行っている。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

　既設護岸の補強及び改良により、防護施設の耐震性向上や防災機能が強化された。

予
算
科
目

5 目 漁港海岸整備費

農林水産業費6 款 第 4 章 安心して健やかに暮らせるまち

3 項 水産業費 第 7 節 災害に対する備えを充実する

基
本
計
画

( 1 ) 自然災害による被害を軽減する

（単位：円）

一般財源

　海岸保全施設整備事業は、津波や高潮による被害軽減、防災機能の強化を目的とした事業であること
から、その事業効果は高いものとなっている。
　本箇所は平成18年10月の高潮による被害が発生しており、地域住民の整備要望も強いことから、早期
完成を目指し事業を円滑に進めたい。

17,600,000

地方債国(県)支出金

17,900,000
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